

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































きょうだい関係が改善した 82 84 94
友達関係が拡大した 100 92 96
楽しめた 100 100 100








主務者で family supportworkerの Fiona
O・Mahoney氏が作成した支援プログラムについて
説明を受け，また実際のセッションを視察した。
本グループでは，6歳以下の幼児を対象に，週1
回2時間計8回を1クールとして，年間4クール
の活動を実施している。本プログラムの目的は，リ
ラックスできる環境で，幼児期にあるきょうだいた
ちに楽しくて面白い活動の機会を提供し，同じ境遇
にあるきょうだい同士の出会いとかかわりを作るこ
とにある。プログラムは，やはりSibsorg.UKの
モデルプログラムに準じて，幼児用の活動としてア
レンジして作成されており，主な内容は，楽しい遊
び活動の中で，支援者が発する簡単な問いに応えな
がら感情の言語化と受容感の向上を目指すものとなっ
ている。具体例を表3に示す。
筆者らが視察した実際のセッションは，冬季プロ
グラムの第6回目で，3歳～7歳までの幼児5名が
15時半ごろ～17時ごろまでセンターのプレイルー
ムに集まって活動した。対象年齢を過ぎた子どもが
参加しているが，弟が参加するのに合わせ一緒に参
加したいという希望があり受け入れているとのこと
である。
最初の20分間ほどは中庭の遊具を使って自由な
遊びを行い，スタッフがいっしょに遊びながら，個々
の子どもと会話をしたり，その様子を確認していた。
その後，室内で，音楽に合わせてダンスをし，音楽
が止まったらスタッフが子どもを指名して「今週う
れしかったのはどんな時？」「今週悲しかったのは
どんな時？」と尋ね，それに応えることを繰り返し
た。子どもの一人が，自閉症のきょうだいに暴力を
受けたことを話すとスタッフは本人を抱きしめてや
り，他の子どももそれを聞いて，同じような体験が
あったことを話し出した。続いて，一旦自由遊び時
間を10分ほど入れてから，表3に示した蜘蛛の巣
プログラム，パラシュートでのボール転がしなどを
行い，その後，風船に好きな顔や絵をマジックで書
いて投げ，音楽が止まったら拾いに行き，拾った子
どもにスタッフが「あなたを助けてくれる人は誰？」
と問いかけ，答える活動をした。最後におやつタイ
ムがあり，フルーツと水分を採った。食べ終わった
後自由遊びの時間となり，保護者が迎えに来た子ど
もから順に解散した。きょうだいはいずれもプログ
ラムに参加することを楽しみにしているようで，自
分の思ったことを安心してスタッフに開示している
様子が見て取れた。
運営にあたっては，プログラム開始前に保護者か
ら聞き取りによるアセスメントをし，個々の家族の
状況を踏まえて内容を検討し，セッションを実施す
る。スタッフによれば，本プログラムは自分の状態
を言語で表現することが難しい幼児を対象としてい
ることから，保護者の面接で得られる情報が大変重
要になるということであった。そのため，半構造化
面接により子どもの家族状況，生育歴，子どもの成
長に対する親の願い等の情報を収集し，個別の支援
プランが作成され，支援のスモールステップの設定
や親に対する支援方法，評価方法などが決定される。
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表3 CotefordChildren・sCentreSiblingsgroup
における支援プログラム例
グループ壁画
自分のお気に入りを描き，それを集めて
壁画に仕上げる。見るたびに幸せな気持
ちになれるように。（この壁画は，最初
のセッションで作成し，それ以降のセッ
ションで随時書き加えたり，切り紙をはっ
たりして仕上げていく。）
気持ちのウオ
ーク
いろいろな気持ちを選んでから，それを
表現しながら，フロアを歩きまわる。
パラシュート
で遊ぼう，話
そう
パラシュートの上でボールを転がしたり，
パラシュートでマッシュルームを作って
中に入ったりして楽しむ。マッシュルー
ムの中で，自分が怒っている時，悲しい
時，心配な時，一人ぽっちの時などに自
分を助けてくれるものについて話す。
話してみよう
今週の良かった出来事，悪かった出来事
を話す。
蜘蛛の巣
各自がカラーゴムベルトの端を持ち，そ
れを張り巡らして蜘蛛の巣のようにし，
スタッフが引いた端を持っている子ども
が自分の名前と感じている気持ちを話す。
気持ちの風船
風船にいろいろな気持ちを書いた紙をはっ
て床に置き，音楽に合わせてダンスをし
た後，音楽が止まったら好きな風船を拾
い上げ，各自がそこに書かれている気持
ちと同じ気持ちを感じた時のことを話し，
それを聞き合う。
（出典：CotefordChildren・sCentreの担当スタッフより提供
された資料に基づき，筆者が翻訳要約）
プログラム終了後は再度面談し評価を行い，希望す
れば，複数のクールに継続して参加できる。
本サービスは，昨年夏にスタートしたばかりで，
訪問時は第3次クールの途中であり，まだ事業評
価は出されていない。
Ⅳ まとめ
調査の結果，きょうだい支援は，イギリスにおい
ても重要性が認識され，障害児を抱える家族支援の
不可欠要素として，公的施策として認められ，実践
されていることが分かった。本稿では，特にプログ
ラムの実際を軸に紹介したが，きょうだい支援につ
いて全国のサポート機関をつなぐ組織が形成され，
技術的な連携とプログラムの共有がなされている現
状は，まだきょうだい支援の途に就いたばかりの日
本の実情から見ると格段の差の感がある。プログラ
ムの内容は，日本でよく取り組まれているようなきょ
うだい自身による長期にわたる自助活動やイベント
的な活動ではなく，心理面や行動面での問題に対す
る明確な改善の意図を持って計画された，臨床心理
や保育，ケアワークの専門家による実践プログラム
であり，今後のきょうだい支援プログラム開発にか
かる研究の方向性に大きな示唆を得た。また，各プ
ログラムはいずれも効果検討を前提としており，そ
の評価方法も明確化されている。きょうだい支援プ
ログラムの内容が精錬されるためには，計画立案，
実践，評価，そしてプログラム改善に至る流れが必
須であるが，当初からそれを含む形で実践が積み重
ねられており，評価方法についても，それぞれが工
夫を重ねていることが分かった。きょうだい支援体
制そのものがPDCAサイクルを含んで構築されて
おり，エビデンスに基づく検討がなされていること
が，有効なプログラム開発につながっていると考え
られる。
一方，きょうだいの問題は，本来障害のある子ど
もを育てる家族システムの中で生まれてくるもので
ある。よって，きょうだいへの支援は，きょうだい
と障害のある子どもとの関係，親子の関係，家族関
係の視点から，家族に対する包括的な子育て支援と
して検討する必要がある。しかし，残念ながら，今
回の調査結果では，きょうだいを育てる親へのサポー
トプログラムについては，一部の機関で実施されて
いるのみであった。また，その内容も自分自身の子
どもであるきょうだいへの支援とは切り離されて実
施されたものであった。今後は，親への支援も含め
た家族全体への支援としてのきょうだい支援の在り
方についてさらに調査し，それぞれの家族が抱える
課題に柔軟に対応できる支援としてのきょうだい支
援プログラム開発へと発展させていきたいと考える。
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